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はじめに

小児循環器病学の分野において、先天性心疾患の診断や外科

治療は著しい進歩をとげてきた。そして、 a心臓病をもっ子供'

が心臓手術の後、成人となり次世代を生産することが極めて当
然のようになってきている。しかし、先天性心奇形の成因、病

態形成に関する研究は治療学に比してたち遅れており、心臓病

が遺伝するかという単純な聞いに対して明確な答えを出せずに

いるのが現状である。ヒト心血管奇形発生には、疫学的に、遺

伝と環境の2つの要因があると推測されているが、これらがど
のように作用するのかは明らかにされていない。

そこで私どもは、平成5年から平成6年にかけて文部省科学
研究費補助金(一般研究ーC)を受け、先天的に心血管奇形を
有するラットの胎仔を培養することで心臓発生の過程を経時的

に形態観察し、また、免疫組織化学的手法によって神経堤細胞

をはじめとする神経原性組織がどのように関与するかについて

実験的研究を行なってきた。
顧みればこれまでの成果は、研究を始めるに当たって考慮し、

意図した目標とはずいぶん隔たりがあり満足すべきものではな

いが、今後の研究に対する展望を残すことができたと思ってい

る。

近年、幅広い医療の分野において遺伝子治療の可能性が示さ

れている。将来、先天性の心臓病にもこの治療法が取り入れら

れることが期待されるが、このためには、遺伝や環境要因によ

ってひきおこされる心奇形の発生機序と責任遺伝子を解明する

ことが最も重要な鍵であるのは自明の理であろう。この大きな

目標に沿うべく研究をすすめていきたい。
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